
１．　重要な会計方針
 

（1）有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的の債券･･･取得価額と債券金額との差額については償却原価法を採用している。

（2）固定資産の減価償却の方法
定額法によっている。

（3）引当金の計上基準
役員退職慰労引当金･･･常勤役員の退職給付に備えるため、「役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程」に基づく金額を計上

　　　　　　している。

（4）消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２.　基本財産の増減額及びその残高
基本財産の増減額及びその残高は次のとおりである。

（単位：円）

区分 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産 投資有価証券

第312回利付国庫債券（10年） 110,228,800 70,400 110,158,400
兵庫県第24回公募公債（20年） 99,901,458 5,500 99,906,958
第152回日本高速道路保有・債務返済機構債券（30年） 100,112,627 4,022 100,108,605
第339回利付国債（10年） 4,988,863 1,350 4,990,213
第196回住宅金融支援機構債券（30年） 100,000,000 100,000,000

定期預金
定期預金（2年）常陽銀行研究学園都市支店 1,542,516 1,542,516
定期預金（1年）常陽銀行研究学園都市支店 1,000,000 1,000,000

417,774,264 6,850 74,422 417,706,692

３.　基本財産の財源等の内訳 （単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財産
からの充当額）

　　 基本財産の財源等の内訳は、次のとおりである。基本財産
　投資有価証券 415,164,176 （ 415,164,176 )
　預金 2,542,516 （ 2,542,516 )

417,706,692 0 （ 417,706,692 ) 0

４. 固定資産の取得価額、減価償却累積額及び当期末残高 （単位：円）

取得価額 減価償却累積額
　　固定資産の取得価額、減価償却累積額及び当期末残高は、次のとおりである。729,114 404,086 325,028

729,114 404,086 325,028

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 （単位：円）

帳簿価額 時価 評価損益
　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

第312回利付国庫債券（10年） 110,158,400 113,971,000 3,812,600
兵庫県第24回公募公債（20年） 99,906,958 110,897,000 10,990,042
第152回日本高速道路保有・債務返済機構債券（30年） 100,108,605 117,660,700 17,552,095
第339回利付国債（10年） 4,990,213 5,165,000 174,787
第196回住宅金融支援機構債券（30年） 100,000,000 92,380,000 -7,620,000

415,164,176 440,073,700 24,909,524

６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

交付者

助成金
公益財団法人
日本臓器移植ネットワーク

0 899,253 899,253 0

７．その他
正味財産増減計算書及び正味財産増減計算書内訳表の経常外増減の部に計上されている雑収入、雑損失の内容は、次のとおりである。

合計

種類及び銘柄

補助金等の名称
貸借対照表上の

記載区分

あっせん事業体制整備事業
地域支援事業

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

2,000,000円
123,076円

1）雑収入　　褒賞金　第69回第一生命保健文化賞  　 
2）雑損失　　保健文化賞受賞に関しての祝賀会費用等　

財務諸表に対する注記

資産の種類

　　合計

科目
（うち一般正味財産
からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

　合計

有価証券

合計

科目 当期末残高
什器備品


